


















回は1989年夏, 池野 茂, 坂本賢三, 並川宏彦,
庄谷邦幸の４名, 第２回は2001年２月27～28日,
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(行政史料刊行会刊, 1959年), 藤原寅勝著 『明
治以降の生野鉱山史』 (生野町教育委員会刊,
1988年), 太田虎一原著, 柏村儀作校補 『生野






るのは山名祐豊 (宗詮) の時代で, 唯一の文献
























して鉱政を担当させ, 天正５年 (1577年) まで
の約20年間支配した｡
これよりさき, 永録10年 (1567年), 金香瀬
大谷筋に掘切山 (慶寿ひ) が発見され, ついで
元亀元年 (1570年) には金木, 松木の両山 (大











小葉田淳著 『鉱山の歴史』 によると, 石見守
が伏見に納めた銀高は, 慶長２年分として





















































































































































い, その対策として疎水坑 (水抜坑) の開さく
と, そのための費用増にぶつかった｡
さて, 江戸期末期に華やかに登場したのが太















































になった｡ 当時の製錬の様式は ｢石床｣ と称す
るものであったが, 寛永９年 (1632年) 摂津国
能勢 (多田銀山) より ｢カタケ｣ 吹と称する製
錬法が入り, 以後 ｢カタケ｣ 吹で製錬が行われ
るようになった｡
｢カタケ｣ 吹とは, 銅をとった後, 銀をとる
方法で, さらにその後 ｢南蛮床｣ という方法で
製錬が行われるようになった｡ 当時の製錬には
燃料として木炭が使用された｡
製錬の工程は (ア) 素吹, (イ) 真吹, (ウ)







定が行われ, 通貨 (丁銀) に換算の上, 代価が
支払われた｡
鑑定は３階級に格付けされた｡ 劣位に対して

























ため, ｢粗銅｣ あるいは ｢荒銅｣ と称し銀座で
再製錬され, 金銀を抽出, 不純物を取除いて










































































































































































































































会 (生野町, 大河内町, 神埼町, 市川町, 福崎












たという｡ 現在, 朝来町の明延鉱業, 神子畑選





























生 産 額 金, 銀の比率 金対銀
の倍率
記 事
金 銀 金 銀
明治２,10３,９ 1,747K 8,008K 17.9％ 82.1％ 4.6倍
〃 ３,10４,９ 80,857 394,055 17.0 83.0 4.9
〃 ４,10５,９ 16,368 83,852 16.3 83.7 5.1 ４年10月焼打事件発生
〃 ５,10５,12 14,959 53,549 21.8 78.2 3.6
計(平均) 113,931 539,464 17.4 82.6 4.7
表1－3 佐渡金山時代別年平均生産額と比率(佐渡金銀山史話より)
時 代
年平均生産額 金, 銀の比率 金対銀
の倍率
記 事
金 銀 金 銀
幕 府 時 代 153,281K 6,671,079K 2.2％ 97.8％ 43.5倍 267年間
明 治 時 代 195,814 3,071,674 6.0 94.0 15.7
大 正 時 代 470,173 5,309,133 8.1 91.9 11.3
昭 和 時 代 653,200 11,411,040 5.4 94.6 17.5 昭和26年まで
平 均 207,796 6,509,066 3.1 96.9 31.3
幕府時代を除いた
明治以降の平均 383,164 5,987,892 6.0 94.0 15.6
表1－4 生野, 佐渡両鉱山金, 銀生産額と比率
山 名
１ヵ月当り生産額 金, 銀比率 金対銀
の倍率
記 事
金 銀 金 銀
生 野 2,921K 13,832K 17.4％ 82.6％ 4.7倍 明治２,10～５,12まで
佐 渡 16,318 255,973 6.0 94.0 15.7 明治年代
第１－２表, 第１－３表を統合し, １ヵ月当り生産額を計算したのが第１－４表である｡
(出所) 藤原寅勝 『明治以降の生野鉱山史』




(銅), 院内 (銀) 鉱山調査のため技師長コワニ
ェを派遣することになった｡




























金 額 記 事
金 銀 銅
2.103.9 1,747K 8,036K T 1,590,620円
3.104.9 80,857 394,055 74,592,080
4.105.9 16,368 83,852 15,356,213 焼打事件
5.105.12 14,959 53,549 13,005,031 ３ヶ月間
6. 16.12 43,204 379,072 47,354,558
7. 17.12 3,759 36,402 4,269,453
8. 18. 6 33,626 269,758 35,556,530 ６ヶ月間
8. 79. 6 89,178 1,110,679 111,511,450 落成式
9. 710. 6 88,434 897,327 101,902,520
10. 711. 6 216,030 1,857,511 241,215,050
11. 712. 6 107,204 894,220 118,692,870
12. 713. 6 65,103 1,026,217 126,756,711 加盛山出鉱
13. 714. 6 70,682 861,425 19,823 173,227,426 銅製錬開始
14. 715. 6 56,564 833,355 10,074 139,844,454
15. 716. 6 64,443 1,158,029 3,324 152,889,615
16. 717. 6 38,321 1,389,603 9,889 110,320,641
17. 718. 6 36,517 1,384,786 7,406 109,348,573
合 計 1,026,996 12,637,876 50,516 1,577,433,795
(出所) 表1－2, 表1－3, 表1－4に同じ。
掘尽された｡ これに代る鉱場として登場したの
が北西に隣接する明延鉱山であった｡ 明延鉱山
の歴史は古く, 天平元年 (749年) 奈良大仏鋳









治38 (1905) 年より本格的操業期に入った｡ さ












げられた (小坂, 阿仁, 釜石)｡ このようにし
て残った３山は工部省廃省後農商務省を経て明
治19 (1886) 年１月大蔵省所管となり官行が続
行された｡ その後, 明治21 (1888) 年に三池炭
坑の払下げが決ったが, 生野, 佐渡は存続が決













支山, 明延銅山, 中瀬金山, 朝日金山 (朝来郡
和田山町), 奥矢根銀山 (出石郡但東町), その
他周辺の民間開発の鉱山に及ぶ広汎な地域にわ































年 度 産出価格 利 益 利益率
三池炭鉱 2,991,899円 810,889円 27％
佐渡鉱山 2,040,247 1,048,771 51
生野鉱山 1,160,986 650,075 56
(出所) 藤原寅勝『明治以降の生野鉱山史』p.155




























集成 第17巻 ｢工部省沿革報告 大蔵省編｣
(大内兵衛・土屋喬雄編 原書房刊, 1979)(工),
三菱社誌 (三菱総合研究所編東大出版会刊,
1982) (社), 三菱鉱業社史 (三菱鉱業セメント
㈱編刊, 1976)(三), 本邦鉱業の趨勢50年史
(1900－1950) 解説編 (通産大臣官房調査統計







(Coigny)を雇い, 鉱山師とし, 但馬国朝来郡生野鉱山を検視せしめる｡ (工49)(鉱56)
・11月明治政府は幕府直営の生野鉱山を手中に収め, 仏人コワニェを技師長に任じ, 採掘製錬に改良を
施し, 規模を拡張し, 翌２年採鉱機械, 熔鉱炉等をはじめ, その他諸般の新設備をした｡ (鉱60)
・12月明治政府が第１次に発布した鉱業法規, 行政官布告第177号が出る｡ (鉱58)
・12月幕府直営生野鉱山を官行として鉱山司支庁を置き, 仏人コワニェを技師長とし, 経営の改善に当
たる｡ (本45)(工101)この月, 豊岡県下但馬国朝来郡生野鉱山, 開削の業を興し, 鉱山司生野出張所と













・４月 ｢鉱山司大意書｣ ｢鉱山司規則書｣ を布告｡ (本45)
兵庫県朝来郡生野町および周辺地域の産業遺産を訪ねて 151
・4月砕鉱に用いる火薬を天授山麓天狗巌下の庫の中に収める｡ たまたま近くの奥銀谷の土民らがその危




・12月仏人抗夫ピケ－, ルビー, ポリーを雇用｡ (工91)
・政府は英・米・仏・独４国より鉱山技師, 土木技師, 地質学者, 大学教授ならびに抗夫長, 抗夫等78
名を招き, 官署, 学校, 官行鉱山 (生野, 佐渡, 釜石, 小坂, 阿仁, 院内, 三池, 高島等) に配置｡
(本45)(鉱55)(明97)
・生野鉱山にてこの頃より, 採鉱に階段法 (上向, 下向) を採り入れ規則的採鉱に移行｡ (本45)(鉱141)
上向階段法(鉱142, 145)
1870 (明治３) 年
・１月, ２年１月に横須賀製鉄所に委嘱, 製造させた熔鉱炉付属器械が落成する｡ (工102)
・２月仏人土質家ゼー・ボース雇用｡ (工92)
・10月工部省創設｡ 鉱山事務を民部省より移管｡ (本45)百工勧奨のことを掌る｡ (工5)





































































































掘り下げすでに21丈８尺余りにおよび上鉱を発見した｡ ｣ 加盛抗に役する人員56名,｣ 金ヶ瀬抗はすで













・工部省の官制改革により９月鉱山局を廃止し, 総務局鉱山課を新設｡ 生野, 佐渡, 阿仁, 院内および




りたいので, 贈与してほしいと請求され, 生野, 佐渡, 小坂, 十輪田, 院内, 阿仁の各金銀塊あるい
は鉱石土銅鉱等を送る｡ (工67)





・工部省廃止｡ 12月鉱山行政は農商務省官房鉱山課に移管｡ (本49)(工67)生野, 佐渡, 三池の３鉱山は
鉱山課と並んで農商務大臣に属す｡ (工100)(鉱54)
・日本鉱業会設立｡ ３月より会誌を発刊, 同32年社団法人｡ (本49)
1886 (明治19) 年


















・９月 ｢鉱業条例｣ を公布(25年６月施行)｡ (本50)(鉱59)
1891 (明治24) 年
・宮内省御料局は生野, 佐渡の鉱石処理のため, 大阪製錬所を開設｡ (本51)(三117)
1892 (明治25) 年
・１月大阪製錬所事業を開始｡ (三117)






・明治29年９月16日入札｡ 落札価格は173万円｡ 11月１日より三菱合資会社の経営となった｡ (三118) 明
治18年末工部省廃省時までの官業時投下資本＝生野1,760,866円, 佐渡1,419,244円, 明治18年６月末財
産評価額＝生野966,752円, 佐渡445,250円, 払い下げ価格両方で2,560,926円｡ (三56)
















































































・５月27日生野鉱山加盛山坑内火薬庫, 爆薬庫, 雷管庫, 各１個落成｡ ６月18日太盛山坑内火薬庫, 爆
薬庫, 雷管庫, 各１個落成｡ ６月19日中瀬山火薬庫, 爆薬庫, 雷管庫, 各１個落成｡ (社1502)
・６月21日生野鉱山第二号炉熔鉱炉改築工事完成｡ 前年４月12日起工｡ 工費１万1412円85銭｡ 熔鉱炉幅
３尺３寸長さ８尺３寸もの１座, 前床１台, ６番形ルーフ送風機１台据付, 眞吹床２座｡ (社1476)
・６月22日生野鉱山錫製錬装置工事に着手｡ 翌年８月末に完成｡ 工費１万9541円45銭｡ 錫熔鉱炉床長さ
内12尺横内７尺, 焼鉱炉１台, 磁選器１台, 酸融解器上家含む｡ (社1477)
・７月３日生野鉱山本部構内錫鉱製錬所１棟・同煙突煙道開設届出｡ ７月７日ウォーターバランス捲上
げ機１台使用許可｡ ７月20日本部構内ヘレスホッフ式３段焼鉱炉１台, デング式磁選鉱機１台および
水溶解槽酸溶解槽各１個開設届出｡ (社1459), (鉱346)には生野鉱山, 錫鉱と銅鉱の選別にディングス
磁選機を設置とある｡
・８月16日生野鉱山斜面捲上げ新設工事完成｡ １月起工｡ 工費2407円98銭｡ (社1491)
・政府は全国主要鉱山に ｢鉱煙空気希釈装置｣ の設置を命ず｡ (本57)













46円20銭｡ 同日同地畑28歩25円50銭｡ 生野町大字奥銀谷字寺町宅地50坪と原野２畝10歩, 73円｡ ３月28




畝29歩｡ 同日同地畑７畝20歩, 60円立ち木代250円｡ 同日生野町字小野町原野１畝23歩37円10銭｡ 同日
生野町字新町原野２畝５歩45円50銭｡ ５月30日生野町字新町原野２段６畝10歩, 602円12銭を購入｡
(社1678)










・８月31日生野鉱山錫製錬装置工事竣成｡ 明治45年６月22日起工｡ １万9541円45銭｡ 10月２日沈澱溜築
造工事竣工, 9310円｡ 同日壷焼釜増設工事竣工, 2625円｡ 同日金香瀬山飯場建築工事竣工｡ 同日圓山
疏水坑口前沈澱池新設工事竣工, 1814円18銭｡ 同日太盛山選鉱場手選帯増設工事竣工, 1046円１銭｡ 10
月30日大煙突修理工事竣工, 1581円85銭外に金山支山斜面捲上げ工事, 生野本山青化製錬所設置工事,
金香瀬山坑道拡張工事, 発電所発電機増設工事, 錫鉱選鉱機改修工事, 第二銅選鉱場改造工事, 金香
瀬山電車敷設工事, 明延山鑿岩機設置工事などこの年内に竣工する｡ (社1785)
・生野鉱山３㌧電車購入。11月開通｡ (鉱110第３表)米国ウェスチィングハウス社製, 使用場所金香瀬本




・生野鉱山光栄竪坑深さ114m傾斜90度, 捲上機440V30馬力450回転, 捲胴数２径1.74m幅0.679m, 捲綱
周7.9cm長さ242m速度76m/分, 明治32年製造｡ (鉱252第37表)
・生野鉱山, 錫鉱と銅鉱の選別に生野式浮選法およびウエセリル磁選機を採用｡ (鉱346)

































・足尾, 生野鉱山にてＭＳ浮選法採用｡ (本59) 半営業的試験に成功｡ (鉱316)(鉱347)
1916 (大正５) 年
・２月２日生野鉱山飾磨支庫用地買収費3800円承認｡ (社2873)
・以下の起業費承認｡ ３月27日山林買収費6600円｡ ４月29日火力発電所増設費６万6761円｡ 同日製錬所
拡張費３万1000円｡ タングステン製錬工場新設費１万4970円｡ ５月27日山林買収費4500円｡ ６月９日
圓山沈澱池増設費4474円｡ ６月12日浮遊選鉱装置新設費３万5000円｡ ６月23日煙煤室新設工事費追加
4500円｡ ７月８日長谷山林買収費２万2000円｡ ７月11日大内鉱山買収費６万5500円｡ 同日山林買収費
追加4800円｡ ７月26日明延山捨石および土留め石垣築造費1760円｡ ８月２日大内鉱山捨石場用地買収
費4000円｡ ９月11日土地買収費1200円｡ 同日猪野野飯場模様替え費1100円｡ ９月21日砂防工事費１万
400円｡ 同日金香瀬沈澱溜新設費2930円｡ ９月29日明延山水力発電所新設費追加２万3759円19銭｡ 同日
土地買収費4500円｡ 10月24日大内鉱山坑道拡張費2700円｡ 11月11日土地買収費212円｡ 11月24日猪野野


























・生野鉱山, オリバー濾過機 (Oliver Filter) を設置｡ (鉱340)
・明延鉱山大仙竪坑着手182m｡ (鉱110第３表)２月より開削され, 大正９年８月200尺坑まで, 昭和２年


























・生野鉱山, 銅熔鉱炉に煙灰室およびコットレル収塵装置新設｡ 大正11年銅製錬中止で廃止｡ (本61)











・生野鉱山電気機関車を増設｡ (鉱246), 米国ウェスチィングハウス社製, 鉱石運搬１台, ３㌧車, 軌間
0.5m, 速度9.60km/時, 牽引力0.67㌧, 原動機250V20馬力, 五番坑道五井～十二井間で使用｡ また同











捲胴数２径1.6m幅0.848m, 捲綱周7.9cm長さ182m速度151m/分, 大正６年製造｡ (鉱252第37表)
・明延鉱山坑外にガソリン車運搬開始｡ (鉱110第３表) 1.5㌧フォ－ド自動車製ガソリン機関車１台を




























1926 (大正15年, 昭和元年) 年
























採掘鉱数量 品位% 精鉱数量 品位%
明治35年 50,700t
明治40年 32,400t
大正元年 52,200t 銅2.21 17,200t 銅 6.22
大正６年 103,900t 銅1.84 36,200t 銅 5.00
大正11年 53,200t 銅5.82 14,400t 銅 9.23
昭和２年 110,400t 銅2.43 亜鉛2.18 19,500t 銅11.63
３,800t 銅 3.46 亜鉛47.24
昭和３年 108,900t 銅2.16 銀0.0085 亜鉛1.94 13,900t 銅14.56 銀0.047
3,300t 銅 3.01 銀0.1278 亜鉛48.81
400t 銅 3.29 銀55.26 亜鉛0.120
昭和４年 113,000t 銅2.04 銀0.0093 亜鉛1.54 15,200t 銅13.11 銀0.0056 金0.00585
2,900t 銅 2.74 銀0.0416 亜鉛48.03
明延鉱山神子畑選鉱場処理粗鉱および産出精鉱量
採掘鉱数量 品位% 精鉱数量 品位%
昭和２年 42,200t 錫2.48 銅1.29 1,500t 錫40.58
2,000t 銅17.56
昭和３年 62,200t 銅1.77 錫1.34 11,900t 銅 7.74 銀0.0093
1,600t 銅 1.59 錫40.62
昭和４年 76,600t 銅1.67 錫1.23 14,800t 銅 7.26 銀0.0090
















・３月生野鉱山深さ384m, 傾斜90度の五井竪坑完成｡ 石川島製捲上機3000V150馬力600回転, 捲胴数２




・５月明延鉱山米国GE社製４㌧架空線式電車２台を購入, 明延～神子畑間運搬用, 軌間0.5m, 速度6.5
㎞/時, 牽引力0.8㌧, 原動機500V11馬力｡ (鉱246第36表)
・９月生野鉱山深さ170m, 傾斜90度の十二井竪坑完成｡ 神戸三菱製捲上機440V70馬力580回転, 捲胴数















・生野鉱山五番坑五井～太盛間に米国GE社製電車増設, 鉱石運搬１台, ４㌧車, 軌間0.5m, 速度9.60





量0.6m3｡ (鉱289)揚程121m揚水量0.55m3｡ ６月据付｡ (鉱290第49表)
・明延鉱山槇峰弥栄鉱層発見｡ (鉱140)
・現在使用鑿岩機名ドリフタ－Ｍ-７, N-72, シンカーS 49, DCRW 23, ストーバーCC-11, BC-21, シ
ャープナーIR No.５, 50, 油炉デンバー｡ (鉱179第21表)
1932 (昭和７) 年
・鉱山の機械化急速化｡ 機械による災害防止の要とみに起こる｡ (本66)
















































































































3) Barrie Trinder (Text), The Iron Bridge. A short
history of the first iron bridge in the world (the
Ironbridge Gorge Museum Trust, 1973) [ワークシ
ート]｡ ；剣持一巳 『イギリス産業革命史の旅』 日
本評論社, 1993年, pp. 160－173； Neil Cossons,
The BP Book of Industrial Archaeology, Newton
Abbot, 1993(第3版), pp.246－247； 『世界遺産を









〃 吉 田 橋 横浜 ブラントン(英) 13間７分(24.8) ダブルワーレントラスガーダー 錬
３ 高 麗 橋 大阪 英より輸入 39間３分(71.1) プレートガーダー 鋳・錬
〃 山 里 吊 橋 皇居 ウォートルス(英) 226尺８寸(68.4) 吊
４ 新 町 橋 大阪 アーチ 鋳・錬
６ 心 斎 橋 大阪 輸入 24間４分(44.2) ボーストリングトラス 錬
〃 安 治 川 橋 大阪 旋回橋
８ 十 綱 橋 福島 38間(68.8) 吊
９ 豊 平 橋 札幌 ホルト(米) 208フィート(63.5) アーチとトラス 錬・木
〃 京 町 橋 大阪 10間２分(18.5) プレートガーダー 錬
10 戎 橋 大阪 22間(39.8) プレートガーダー 錬
11 弾 正 橋 東京 赤羽工作分局 ８間３分(15.0) ボーストリングトラス 鋳・錬
15 高 橋 東京 26間７分(48.4) プレートガーダー 錬
16 都 橋 横浜 12間２分(22.1) ボーストリングトラス 錬
〃 大 江 橋 横浜 28間５分(51.6) プレートガーダー 錬















































20 柳 橋 東京 ボーストリングトラス 錬





＊ ｢神子畑鋳鉄橋の建設年代､ 設計者､ 製作所などの建設の経緯についての直接史料は､ 各方面の努力にもかかわ
らず発見をみていない｡ …わずかに知りうるのは､ 橋のかたわらに住み､ 親子三代にわたって直接､ 間接に関係
してきた…山内安左衛門 (嘉永３年～昭和12年) …が､ 子息山内順治 (明治14年～昭和44年) に語り､ それを順
治が折りにふれて書き留めおいた書付が残されている｡｣ (村松p.12) だけである｡
＊ ｢兵庫県指定重要有形文化財 羽渕鋳鉄橋｣ (朝来町／パンフレット) によれば：
建設年代 明治16年～18年､ 設計者 不明､ 規模 橋長 18.150m 橋幅 3.715m､ 用途 鉱石運搬道路､ 所有者及び



























予備調査 (５) ｣ (『桃山学院大学総合研究所






















｢1868年 (明治元年), 政府は, 生野鉱山の


































































輪の大半が, この1569 (永禄12) 年以降のもの
と考えられている｡














































































































































































































































































































































を出す場所である｡ その他, ここが, 子どもの
遊び場になり, 来客接待の場にもなる多目的使
用の広場であった｡ また, かんな仕上げではな
























































































































属に石銀 (いしがね) を加え, さらに鞴で送風
して木炭を加熱すると銀と銅と鉛の合金である
｢合かね｣ ができる｡ ③南蛮絞…… ｢合かね｣
を同じ木炭と鞴の組合せで加熱すると銅は炉の
中に残り, 銀と鉛は垂れ落ちて ｢垂鉛｣ (たれ
がね) ができる｡ ④荒灰吹…… ｢垂鉛｣ を灰で
作った炉に入れ, 強く加熱すると, 溶解した合
金中の鉛成分は灰に侵みこむが, 残りの成分の









No.12 (1990年３月刊) に解説している｡ その











(坑道) 入口付近, (ｃ) 露天掘り
(慶寺掘切) 跡, (ｄ) 旧間歩の展示 (雁木・梯)
である｡ これらは鉱山としての景観の一部であ










ともよばれ, 生野より飾磨津 (港) まで12里15
丁 (約49km) の官設道である｡ 明治６ (1873)
年７月, 工部省鉱山寮生野支庁長, 朝倉盛明が
フランス人, レオン・シスロイを技師長として
起工, 明治９ (1877) 年に竣工した｡ 明治12












査を総合化し, 生野鉱山跡, 明延鉱山跡, 鋳鉄
端 (本稿Ⅲ), 鉱山集落の景観 (本稿Ⅳ, Ⅴ),































Our team has researched the conservation of Japan’s industrial heritage. In February and November
2001, we surveyed the Ikuno Silver Mine in Hyogo Prefecture and presented a report on the conserva-
tion of the area's industrial heritage.
[Ⅰ] In this chapter, the history of the Ikuno mine is described based on the literature.
[Ⅱ] This chapter shows a chronological table about Ikuno mine. That information was extracted from
the literature which had already been issued.
[Ⅲ] The Ikuno Silver Mine and its surrounding iron bridges at Habuchi (built in 1883/1885) and
Mikohata (built in 1885), are described. Japan has only these two cast-iron bridges now. They are
like the world's first iron bridge at Shrophare but are smaller. In the 17th and 18th centuries and
during the first half of Meiji era, Japanese silver mining (at Ikuno, Iwami, Sado and other mining
sites) flourished and was at the height.
[Ⅳ] Nearby Kuchiganaya is described in this chapter. The traditional townscape along the old main
street is conserved through regulations and ordinances established by the Ikuno municipal office
and the Hyogo prefectural government.
[Ⅴ] This chapter contains an account of our excursion to Asago, a town next to Ikuno, to see the
Okutataragi hydroelectric power plant and the Mikohata smelting works. At Mikohata, we re-
searched the abandoned smelting plant and its facilities along the mountain slope. We also studied
the European-style home for foreign engineers and constructed in the Meiji era. In Okutataragi
is the one of the largest pumping-up power plants in Japan. An old farmhouse roofed with glass
moved from the site of the dam has been conserved and is on exhibit in the local park.
[Ⅵ] After the Ikuno Silver Mine closed in 1973, some parts of the mining tunnels were opened to tour-
ists. Various mining machines, tools and trolleys have been exhibited in a museum and tunnels
at the site of the mine. The mining company has established museum of various ores from all over
the world. These exhibits are described in this chapter.
